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一
、
論
文
内
容
の
要
旨 

 

茶
道
と
い
け
ば
な
は
、
日
本
に
お
い
て
育
く
ま
れ
発
達
し
て
き
た
、
日
本
を
代
表
す
る
伝
統
芸
術
で
あ
り
、
ま
た
「
天
地
我
と
同
根
、
万
物
我
と
一
体
」
の
語

に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
人
と
自
然
と
の
一
体
を
旨
と
す
る
東
洋
的
思
想
に
深
く
根
を
張
っ
た
東
洋
的
芸
術
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
二
つ
の
伝
統
芸
術
が
、
誕
生
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
交
渉
を
持
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
従
来
学
問
的

に
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
。
あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
そ
れ
を
研
究
し
よ
う
に
も
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
、
は
っ
き
り
し
た
接
点
が
見
当
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

第
二
次
大
戦
後
、
西
堀
一
三
氏
に
よ
っ
て
『
齢
花
集
覧
』
と
い
う
新
資
料
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
千
利
休
と
初
代
池
坊
専
好
と
の
間
に
師
弟
関
係
の
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

本
論
文
は
こ
の
『
齢
花
集
覧
』
に
新
た
な
光
を
当
て
、
ま
た
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
資
料
を
検
討
し
て
、
茶
道
と
い
け
ば
な
の
共
通
の
根
源
を
解
明
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

本
論
文
は
本
文
五
章
と
「
序
論
」
と
「
結
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
参
考
文
献
と
『
齢
花
集
覧
』
を
中
心
と
す
る
資
料
紹
介
が
附
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
下
に
そ
の
目
次
を
、
つ
い
で
、
内
容
の
要
旨
を
各
章
ご
と
に
示
す
。 

 
 

 

目
次 

 

凡
例 

序
章 

 
 

第
一
節 

研
究
の
目
的 

 
 

第
二
節 

茶
の
花
に
関
す
る
先
行
研
究 

 
 

第
三
節 

取
り
扱
う
基
本
的
な
諸
資
料
に
つ
い
て 

 
 

第
四
節 

研
究
の
方
法 

第
一
章 

「
生
花
」
の
成
立
史
か
ら
の
検
討 
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第
一
節 

「
生
花
」
の
源
流
か
ら
近
代
の
花
へ 

 
 

（
一
）
い
け
ば
な
の
源
流 

 
 
 

（
一
―
一
）
い
け
ば
な
以
前 

 
 
 

（
一
―
二
）
い
け
ば
な
の
源
流 

 
 

（
二
）
い
け
ば
な
の
成
立 

 
 
 

（
二
―
一
）
い
け
ば
な
の
誕
生 

 
 
 

（
二
―
二
）
い
け
ば
な
の
成
立 

 
 

（
三
）
い
け
ば
な
の
大
成 

 
 
 

（
三
―
一
）
「
生
花
」
の
大
成 

 
 
 

（
三
―
二
）
「
抛
入
花
」
か
ら
「
生
花

し
ょ
う
か

」
へ 

 
 

（
四
）
い
け
ば
な
の
近
代
化 

 
 

（
五
）
戦
後
の
社
会
と
い
け
ば
な 

 
 

第
二
節 

床
の
間
の
変
遷
よ
り
考
え
る 

 
 

（
一
）
座
敷
の
成
立
と
文
化
の
発
達 

 
 

（
二
）
押
板
か
ら
床
の
間
へ
の
変
化 

 
 

（
三
）
座
敷
飾
り
と
し
て
の
「
立
花
」
か
ら
城
郭
の
「
立
花
」
へ 

 
 

（
四
）
草
庵
の
花 

 
 

第
三
節 

結
論 

座
敷
飾
り
の
花
か
ら
草
庵
の
花
へ
の
大
き
な
移
り
変
わ
り
―
「
式
正
の
花
」
か
ら
「
茶
の
花
」
へ 

第
二
章 

池
坊
の
花
の
伝
の
変
化 

 
 

第
一
節 

池
坊
に
お
け
る
「
生
花
」
の
登
場
と
そ
の
歴
史
的
背
景
―
池
坊
専
慶
か
ら
二
代
専
好
ま
で 

 
 

第
二
節 

伝
書
か
ら
の
検
討 

 
 

（
一
）『
仙
伝
抄
』
よ
り
窺
え
る
「
生
花
」
の
風
体 

 
 

（
二
）『
専
応
口
伝
』
よ
り
読
み
取
れ
る
事 

- 3 - 



 
 

 
 

（
三
）
専
栄
が
『
専
応
口
伝
』
に
「
生
花
の
事
」
項
目
を
加
え
た
意
味 

 
 

（
四
）
初
代
専
好
の
活
躍
―
『
百
瓶
花
序
』
よ
り
窺
え
る
評
価 

 
 

（
五
）『
抛
入
花
伝
書
』
と
『
生
花
傳
書
』（
『
齢
花
集
覧
（
巻
十
一
中
）』
所
収
）
の
係
わ
り
と
「
生
花
」
の
伝
書
の
成
立 

 
 

第
三
節 

結
論
「
立
花
」
に
対
す
る
「
生
花
」
の
地
位
の
確
立 

第
三
章 

利
休
の
「
茶
の
花
」
の
変
化
―
利
休
の
花
に
関
す
る
記
録
よ
り 

 
 

第
一
節 

利
休
の
花
に
関
す
る
諸
記
録
か
ら
の
検
討 

 
 

（
一
）
利
休
の
挿
花
に
つ
い
て
の
最
も
古
い
記
録 

『
松
屋
会
記
』 

 
 

（
二
）
利
休
の
好
む
花
の
意
義 

『
宗
湛
日
記
』 

 
 

（
三
）「
茶
の
花
」
は
侘
び
茶
の
思
想
と
趣
向
の
表
現 

『
南
方
録
』 

 
 

（
四
）
茶
の
花
の
真
髄 

『
山
上
宗
二
記
』 

 
 

第
二
節 

池
坊
の
「
生
花
」
と
利
休
の
「
茶
の
花
」
の
思
想
の
共
通
性 

 
 

第
三
節 

結
論 

侘
び
茶
の
花
の
成
立
を
考
え
る 

第
四
章 

利
休
と
初
代
専
好
の
関
係 

 
 

第
一
節 

『
齢
花
集
覧
』
巻
十
九
（
下
）「
古
哲
生
花
四
箇
伝
」
か
ら
の
検
討 

 
 

（
一
）
谷
貫
室
咲
之
事 

 
 

（
二
）
一
輪
花
之
事 

 
 

（
三
）
葉
無
花
花
無
葉
之
事 

 
 

（
四
）
瓢
之
事 

 
 

第
二
節 

服
部
英
翁
『
生
花
伝
書
』
と
の
比
較 

 
 

（
一
）『
齢
花
集
覧
』
と
『
生
花
伝
書
』
（
服
部
）
の
絵
図
（
説
明
文
含
む
）
の
比
較 

 
 

（
二
）『
齢
花
集
覧
』
と
『
生
花
伝
書
』
（
服
部
）
の
奥
書
の
比
較 

 
 

（
三
）
利
休
と
初
代
専
好
の
作
例
よ
り
読
み
取
ら
れ
る
特
徴 

 
 

第
三
節 

結
論
『
齢
花
集
覧
』
と
『
生
花
伝
書
』
（
服
部
）
に
よ
っ
て
証
し
得
る
事 
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第
五
章 

利
休
と
専
好
に
纏
わ
る
逸
話
や
聞
き
書
き 

 
 

第
一
節 

利
休
と
初
代
専
好
の
茶
席
の
花
―
『
江
岑
夏
書
』『
江
岑
咄
之
覚
』『
逢
源
斎
書
』
よ
り 

 
 

（
一
）
竹
の
花
入 

 
 

（
二
）
侘
び
茶
の
花
に
は
白
い
花
が
好
ま
し
い 

 
 

（
三
）
利
休
と
初
代
専
好
の
交
わ
り 

 
 

（
四
）
禁
花
に
つ
い
て 

 
 

（
五
）
立
花
と
茶
の
花
に
共
通
す
る
格 

 
 

第
二
節 

『
茶
話
指
月
集
』
よ
り
窺
え
る
利
休
像 

 
 

（
一
）
赤
き
花
と
牡
丹 

 
 

（
二
）
利
休
朝
顔
の
茶
の
湯 

 
 

（
三
）
紅
梅
の
生
け
様 

 
 

（
四
）
鋭
い
眼
力
、
優
れ
た
見
識
や
美
意
識 

 
 

（
五
）
棗
の
塗
り
の
良
し
悪
し
を
見
分
け
る 

 
 

第
三
節 

結
論 

利
休
と
初
代
専
好
の
通
い
合
う
心 

結 結
論
と
分
析 

参
考
文
献 

資
料 

凡
例 

（
一
） 

【
『
齢
花
集
覧
』
外
題
簽 

二
十
巻 

十
二
冊
（
米
村
孝
月
蔵
）
】 

（
二
） 

【
『
齢
花
集
覧
』
序
文
】 

（
三
） 

【
『
齢
花
集
覧
』
巻
十
九
下
「
古
哲
生
花
四
箇
伝
」
の
奥
書 

加
藤
正
治
の
添
文 

影
印
】 

（
四
） 

【
『
齢
花
集
覧
』
巻
十
九
下
「
古
哲
生
花
四
箇
伝
」
の
奥
書 

加
藤
正
治
の
添
文 
翻
刻
】 
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（
五
） 

【
『
齢
花
集
覧
』
巻
十
九
上
「
古
哲
花
形
立
花
」】 

（
六
） 

【
『
齢
花
集
覧
』
巻
十
九
下
「
古
哲
生
花
四
箇
伝
」】 

（
七
） 

【
谷
貫
室
咲
之
事 

一
輪
花
之
事 

影
印
（
拡
大
）
①
】 

（
七
） 
【
谷
貫
室
咲
之
事 

一
輪
花
之
事 

影
印
（
拡
大
）
②
】 

（
八
） 
【
谷
貫
室
咲
之
事 

翻
刻
】 

（
九
） 

【
一
輪
花
之
事 

翻
刻
】 

（
十
） 

【
葉
無
花
花
無
葉
之
事 

影
印
（
拡
大
）
】 

（
十
一
）
【
葉
無
花
花
無
葉
之
事 

翻
刻
】 

（
十
二
）
【
瓢
之
事 

奥
書 
影
印
（
拡
大
）
】 

（
十
三
）
【
瓢
之
事 

奥
書 
翻
刻
】 

（
十
四
）
【
『
生
花
伝
書
』
服
部
英
翁 
東
京
大
学
総
合
図
書
館
（
南
葵
文
庫
蔵
）】 

（
十
五
）
【
『
生
花
伝
書
』
服
部
英
翁 
奥
書
】 

（
十
六
）
【
『
齢
花
集
覧
』
巻
十
一
中
「
生
花
伝
書
」
奥
書
】 

付
表 

 
 
 

 
 
 

ま
ず
第
一
章
で
は
、
「
生
花
」
の
源
流
・
成
立
・
発
展
・
変
遷
を
辿
る
事
に
よ
り
、「
茶
の
花
」
の
根
源
、「
生
花
」
が
成
立
す
る
基
盤
や
歴
史
的
背
景
を
確
認
す

る
。
室
町
時
代
に
成
立
し
た
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
『
御
飾
記
』
『
花
王
以
来
の
花
伝
書
』
な
ど
の
諸
伝
書
か
ら
、
「
立
て
花
」
か
ら
「
立
花
」
に
移
り
行
く
大
き
な

流
れ
を
辿
っ
て
い
く
中
に
、
「
生
花
」
の
様
式
は
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
床
の
間
の
変
遷
を
確
認
す
る
事
を
通
じ
て
、
座
敷
の
成
立
と
生
活
文
化
の
発

達
、
草
庵
に
お
け
る
花
な
ど
の
あ
り
方
の
変
化
と
の
相
関
性
を
考
え
て
ゆ
く
。 

 
 

第
二
章
で
は
、
池
坊
に
お
け
る
「
生
花
」
の
成
立
過
程
を
伝
書
な
ど
か
ら
取
り
上
げ
、
「
立
花
」
に
対
す
る
そ
の
位
置
付
け
の
変
化
と
当
時
新
た
に
生
ま
れ
つ
つ

あ
っ
た
「
生
花
」
に
関
す
る
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 
 

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
専
応
、
専
栄
、
初
代
専
好
、
の
伝
を
主
と
し
、『
仙
伝
抄
』『
専
応
口
伝
』
及
び
『
専
応
口
伝
』
の
「
生
花
の
事
」『
百
瓶
花
序
』『
抛

入
花
伝
書
』『
齢
花
集
覧
』
の
「
生
花
傳
書
」
な
ど
の
検
討
を
し
な
が
ら
、「
立
花
」
と
「
生
花
」
の
歴
史
に
お
け
る
「
生
花
」
の
位
置
付
け
の
確
立
過
程
と
、
そ
こ
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に
考
え
ら
れ
よ
う
と
し
た
思
想
を
考
え
る
。 

 
 

第
三
章
で
は
利
休
の
花
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
当
時
の
茶
の
湯
の
記
録
、
す
な
わ
ち
茶
会
記
よ
り
探
る
。
そ
の
他
の
記
録
に
残
さ
れ
た

利
休
に
よ
る
挿
花
、
ま
た
門
弟
達
が
伝
え
る
挿
花
に
つ
い
て
の
言
語
録
や
、
逸
話
に
も
触
れ
る
。
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
利
休
の
逸
話
な
ど
に
は
少
な
か
ら
ず
伝
説

的
な
面
も
あ
り
、
ま
た
後
世
に
な
っ
て
利
休
に
仮
託
さ
れ
た
逸
話
も
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
資
料
と
し
て

取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
利
休
と
い
う
名
前
で
語
ら
れ
る
あ
る
共
通
す
る
視
点
に
お
い
て
、
夫
々
繋
が
り
を
持
ち
、
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て
い

る
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
、
利
休
の
花
と
い
う
も
の
が
茶
の
湯
の
歴
史
お
い
て
ど
の
よ
う
な
観
点
の
下
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考
え
る
一
つ
の
手
掛
か
り
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
検
討
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、『
松
屋
会
記
』『
宗
湛
日
記
』
を
一
次
資
料
と
し
、『
南
方
録
』『
山
上
宗
二
記
』
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
利
休
に
よ

る
花
と
花
入
れ
が
扱
わ
れ
た
会
の
内
容
を
検
討
す
る
。 

 
 

第
四
章
は
、
本
論
文
の
研
究
の
中
心
と
な
る
、
利
休
と
初
代
池
坊
専
好
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
齢
花
集
覧
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
古

哲
生
花
四
箇
傳
」
よ
り
「
谷
貫
室
咲
之
事
」
「
一
輪
花
之
事
」
「
葉
無
花
花
無
葉
之
事
」
「
瓢
之
事
」
を
取
り
上
げ
、
利
休
と
初
代
専
好
と
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
な

点
に
関
し
て
一
致
し
、
ど
の
よ
う
に
影
響
し
合
っ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
。
ま
た
、
『
齢
花
集
覧
』
に
共
通
す
る
絵
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
生
花
傳
書
』
と
比
較

検
討
を
行
い
、
利
休
と
初
代
専
好
が
ど
の
よ
う
な
精
神
、
思
想
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
利
休
と
初
代
専
好
の
作
例
よ
り
読
み
取
ら

れ
る
そ
の
花
の
特
徴
を
、
『
雫
流
生
花
書
』『
生
花
之
書
』
を
取
り
上
げ
比
較
検
討
す
る
。 

第
五
章
は
、
利
休
と
初
代
専
好
に
纏
わ
る
逸
話
や
聞
き
書
き
を
ま
と
め
た
『
江
岑
夏
書
』『
江
岑
咄
之
覚
』
『
逢
源
斎
書
』
『
茶
和
指
月
集
』
な
ど
を
中
心
に
、
利

休
と
初
代
専
好
の
交
わ
り
や
利
休
の
茶
と
花
に
処
す
る
態
度
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
逸
話
の
検
討
を
通
じ
て
問
題
と
し
た
い
事
は
、
「
い
つ
」
「
誰
と
誰
が
」「
ど

こ
で
」
「
ど
う
し
て
」
と
い
う
歴
史
的
事
実
の
検
証
で
は
な
く
、
利
休
の
侘
び
茶
に
対
す
る
そ
の
態
度
が
示
す
方
向
性
で
あ
る
。
書
院
台
子
を
根
本
と
し
つ
つ
侘
び

茶
の
境
地
に
至
る
と
い
う
過
程
に
見
ら
れ
る
構
造
が
、
茶
の
世
界
に
お
い
て
も
花
の
世
界
に
お
い
て
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
事
を
検
討
す
る
。 

 
 

結
で
は
、
以
上
の
検
討
を
元
に
結
論
と
分
析
と
を
行
う
。
『
齢
花
集
覧
』
な
ど
の
花
伝
書
に
収
録
さ
れ
た
絵
図
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
利
休
と
初

代
専
好
の
精
神
・
思
想
の
相
重
な
る
部
分
と
そ
の
関
係
性
を
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
書
院
台
子
の
茶
を
出
発
点
と
し
、
池
坊
に
学
ん
だ
利
休
の
侘
び

茶
の
花
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
、
結
論
と
す
る
。 

 
 

利
休
の
茶
の
湯
に
お
い
て
、
花
は
掛
物
と
同
等
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
事
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
茶
事
に
お
い
て
初
座
で
の
重
要
な
掛

物
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
後
座
で
同
じ
位
置
に
掛
け
ら
れ
る
花
の
扱
い
、
思
い
入
れ
に
は
特
別
な
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
利
休
の
茶
の
花
に
関

す
る
意
識
、
侘
び
の
本
質
が
当
然
深
く
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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利
休
と
初
代
専
好
の
花
は
、「
古
哲
生
花
四
箇
伝
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
姿
形
の
美
を
追
求
す
る
た
め
の
も
の
で
な
く
、
花
を
生
け
る
亭
主
の
思
い
入
れ
、

姿
勢
、
意
気
込
み
を
表
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
茶
の
心
・
花
の
心
を
如
何
に
表
現
す
る
か
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
花
は
、
利
休
が
お
よ
そ
七
十

年
の
生
涯
を
か
け
て
巡
り
え
た
境
地
、
茶
道
を
大
成
さ
せ
る
た
め
、
様
々
な
苦
悩
を
積
み
重
ね
て
到
達
し
た
芸
術
の
世
界
で
も
あ
る
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
利
休
の

花
に
関
す
る
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、
今
日
参
照
す
る
事
が
で
き
る
資
料
に
つ
い
て
も
数
々
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
全
貌
を
解
明
す
る
事
は
難
し
い
が
、
利
休
の
茶

の
花
の
成
立
背
景
と
そ
こ
で
目
指
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
本
論
文
で
は
少
し
で
も
解
い
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

二
、
本
論
文
の
評
価
さ
る
べ
き
特
色 

本
論
文
の
評
価
さ
る
べ
き
特
色
を
、
以
下
に
箇
条
書
き
す
る
。 

① 

右
に
各
章
ご
と
の
要
旨
を
述
べ
た
が
、
全
五
章
の
前
に
「
序
章
」
が
置
か
れ
「
研
究
の
目
的
」「
先
行
研
究
」
「
資
料
説
明
」「
研
究
方
法
」
が
述
べ
ら
れ
、
論
文

の
全
体
は
そ
の
趣
意
に
沿
っ
て
展
開
さ
れ
、
全
体
が
起
承
転
結
の
は
っ
き
り
し
た
堅
固
な
構
成
を
な
し
て
い
る
。 

 

② 

本
論
文
の
核
心
を
な
す
の
は
第
四
章
の
「
利
休
と
専
好
の
関
係
」
で
、
第
一
章
「
生
花
の
成
立
史
か
ら
の
検
討
」
第
二
章
「
池
坊
の
花
の
伝
の
変
化
」
、
第
三
章

「
利
休
の
茶
の
花
の
変
化
―
利
休
の
花
に
関
す
る
記
録
よ
り
」
は
、
第
四
章
を
述
べ
る
準
備
段
階
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
準
備
段
階
が
、
ま
こ
と
に
よ
く

ま
と
め
ら
れ
整
理
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第
一
章
「
生
花
の
成
立
史
か
ら
の
検
討
」
は
、「
茶
の
花
」
が
生
ま
れ
て
く
る
ま
で
の
、「
立
ち
花
」「
立
花
」「
生
花
」
の
流
れ

を
明
確
に
説
き
明
か
し
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
す
ぐ
れ
た
い
け
ば
な
史
に
な
っ
て
い
る
。 

 

③ 

右
の
「
生
花
の
成
立
史
か
ら
の
検
討
」
の
中
で
い
け
ば
な
成
立
に
二
つ
の
源
流
が
あ
る
と
し
て
、
仏
前
供
花
に
起
源
す
る
座
敷
飾
り
の
流
れ
と
と
も
に
、
花
の
持

つ
霊
的
な
も
の
を
形
と
し
て
整
え
、
一
輪
の
花
か
ら
自
然
の
営
み
を
想
起
で
き
る
よ
う
に
す
る
流
れ
の
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
。 

 

④ 

生
花
は
早
く
立
花
の
盛
ん
な
時
代
に
既
に
、
そ
の
裏
の
花
と
し
て
生
け
ら
れ
て
お
り
、
『
専
応
口
伝
』
に
お
い
て
表
の
花
と
し
て
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の

指
摘
は
花
道
史
に
お
け
る
新
し
い
見
方
で
あ
る
。
そ
し
て
生
花
も
茶
の
花
も
、
式
正
の
花
つ
ま
り
立
花
の
草
体
化
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
、
そ
れ
は

利
休
の
草
庵
の
茶
が
台
子
の
茶
の
草
体
化
で
あ
る
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。 
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⑤ 

利
休
と
初
代
専
好
は
、
単
な
る
師
弟
関
係
で
は
な
く
、
そ
の
思
想
に
お
い
て
多
く
通
じ
る
と
こ
ろ
を
持
っ
て
お
り
、
茶
の
花
と
生
花
と
は
共
通
の
根
源
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ
は
本
論
の
論
者
の
創
見
で
あ
る
。 

 

⑥ 

解
読
の
む
ず
か
し
い
原
資
料
に
正
面
か
ら
向
い
合
っ
て
、
資
料
と
し
て
生
か
し
た
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。 

 

三
、
残
さ
れ
た
課
題 

 

『
齢
花
集
覧
』
が
利
休
の
茶
の
ど
の
部
分
に
通
じ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
、
書
院
台
子
の
草
体
化
に
よ
っ
て
利
休
の
侘
び
茶
が
成
立
し
た
と
見
た
場
合
、
そ
の
ど
の
過

程
に
『
齢
花
集
覧
』
の
「
谷
貫
室
咲
之
事
」
「
一
輪
花
之
事
」
「
葉
無
花
花
無
葉
之
事
」
「
瓢
之
事
」
が
、
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
を
、
よ
り
明
確
に
示
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。 

 

四
、
審
査
結
果
の
要
旨 

 

本
委
員
会
は
、
以
上
の
如
き
観
点
か
ら
、
本
論
文
を
、
着
想
の
独
創
性
、
叙
述
の
仕
方
、
構
成
の
整
合
性
、
な
ど
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
員
の
一

致
を
も
っ
て
、
上
記
学
位
申
請
者
に
博
士
（
芸
術
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。 
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